
  since 1986 　  健康と温泉フォーラム第100回記念月例研究会（ONLINE形式） 

　   テーマ　「コロナ禍を超えて日本の温泉の今後ー提言集から見えてきたこと」　　　　　　　　　　　　　　 

　-Focusing on Expert Reports about Onsen in the Era of COVID19- 
■　主催：特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム　 
   　共催：一般財団法人日本健康開発財団　特定非営利活動法人日本スパ振興協会　地域活性学会   
      併催：日本温泉気候物理医学会温泉療法医研修プログラム（１単位） 
■　日時：2021年10月27日(水）　14：00～17：00　 
■　参加者：会員・一般　70名　温泉療法医７０名 合計１４０名 
■　プログラム 
 1400~1420    開会挨拶　 三友紀男（健康と温泉フォーラム会長）（動画） 
　　　　　　　　　　  来賓挨拶　 奥田直久（環境省自然環境局長） 
　　　　　　　　　　  委員会挨拶　合田純人（健康と温泉フォーラム常任理事、提言集委員会委員長） 
　　　　　　　　  　　委員会報告　関口陽一（経済産業研究所上席研究員、提言集委員会委員）（添付資料１） 
　　　　　　　　　　　　　　　 　 坂本 誠  ( 政策研究大学院大学。提言集委員会委員）（添付資料２) 
 1430~1550    第一部ー 講演5題　各15分　　 
                　               司会　坂本誠（政策研究大学院大学）                
             ■　講演要旨　 
　　　　　　　○「温泉地行政の観点」江頭実：（熊本県　菊池市長)　 

コロナ禍は人の心や価値観を根底から揺さぶる契機となり、いのちや健康といった本源的な価値の気付きや近年臨界
点に達していた経済グローバル化の様々なひずみと地域の幸福の有り様を改めて考えるきっかけになった。現在、自
治体の長として市民の健康と生活の確保に全精力を傾けているが、これから再構築されるであろう大きな社会的価値
観を模索するなかで、域内の温泉や自然資源を「命の洗濯場所」として積極的に活用し、官民連携で、新たな健康ス
タイルと地域の発展をどのように市民に提供できるか勇気ある選択を模索してい る。 
 
○「旅館経営の観点」大沼伸治：（宮城県　東鳴子温泉旅館大沼五代目湯守） 
温泉に携わる人たちが都合の良い温泉利用だけに終始していることで、温泉の本質が忘れ去られることを危惧してい
ます。温泉の社会的活用や温泉（宿）地経営、温泉文化の保護に関しては自分たちが置かれている環境において先ず
何を軸にして取り組むのかを明確化することが必要です。私達のような湯治場は幸いなことに昔から人や情報のプラ
ットフォームとして成り立っていました。情報化社会の現代だからこそ、リアルの自然や温泉をベースとしながら
も、人と人の触れ合いやつながりを醸成していくことの本質は変わることなく、いずれコロナ禍を超えて、私達温泉
人と温泉の未来とに繋がっていると思います。 

○「医療の現場の観点」 小笠原真澄：(秋田県　大湯リハビリ温泉病院院長 ） （添付資料３） 
医療・保健部門では温泉の今後のあり方として柱になるべき活動は、健康増進・介護予防等に寄与する温泉の効果につ
いてのエビデンスの蓄積であると提言されている。そのための研究課題の例として、　COVID-19下のストレスへの効
能、大浴場での接触リスクの回避法、入浴関連事故低減のための研究等が挙げられた。研究費として入湯税を利用でき
るようにすべきであり、この実現のためにも学際的な取り組みが必要であろう。これらについて私見を交えて報告する。
 
 ○「研究・教育の観点」　石川理夫：（日本温泉地域学会会長、温泉評論家） 
コロナ禍を従来のあり方を見直す機会ととらえ、従来の宿主体の発想から、泊・食分離や食事・滞在メニューの多
様化を含め、新たな温泉地・宿経営システムとして前向きに検討する事。そしてグローバル化は一時の中断があるも
のの、そこから生まれる需要ニーズを我が国の多様な温泉資源とその利用スタイルを活かし、伝統である温泉文化（湯
治場）の再評価を促し、同時に積極的に温泉地の個性化や差別化を図り、地域独自の自立した温泉地の原点を見直
することなどが大切と考えます。 

○「関連産業の観点」 伊豆芳人：(ボーダーツーリズム推進協議会会長) 　　（添付資料4）　　　　　　　　　　
観光産業は元々イベントリスクに脆弱ですが、コロナ禍は影響範囲・影響期間で破格であり、人々の生活様式や価
値観の変化こそが１００年に一度のイベントリスクである理由かと思います。人の移動を前提としたビジネスモデル
は再構築を求められています。一方、温泉には予防医療・免疫力向上の効果がますます期待されていますが、その
ためにも温泉地の活性化・魅力づくりが大切です。ワ―ケーションの場所として温泉地は最適ですが、細かいサー
ビス対  応（Wifi環境、睡眠や食事への配慮など）も必要で、コロナ禍が一定の収束を見せた後もワ―ケーションを
定着させるポイントと思います。 



 
　1550~1700    第二部　コメンテーター 
行政 
                       　●　首藤勝次（前大分県竹田市長)　 
                   
 
   
                        ●　楠本浩史（環境省温泉地保護利用推進室長代理） 

 
旅館 
　　　            　●　上口 昌徳（石川県山中温泉かよう亭亭主） 

 
　　　　　　　　●　中道幸子（石川県山代温泉べにや無何有女将） 

医療・保健 
　　　　　　　　●　早坂信哉（東京都市大学人間科学部学部長、教授） 

 

　　　　　　　　●　齋藤真由美（北海道豊富町ふれあいセンター保健婦） 

 
研究・教育 
　　　　　　　　●　後藤健太郎（日本交通公社地域戦略室主任研究員） 

 
　　　　　　　　●　布山裕一（流通経済大学講師、健康と温泉フォーラム専門委員）

オピニオン。リーダーズ 
　　　　　　　　●　大國道夫（大國道夫都市建築総合研究所代表）(添付資料５） 

 
　　　　　　　　●　北出恭子（スプリングラボ代表、温泉家） 

　 
   


